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1874年
ねん
（明

めい
治
じ

7年
ねん

）1月
がつ

15日
にち

、栃
とち

木
ぎ

県
けん

下
しも

都
つ

賀
が

郡
ぐん

家
いえ

中
なか

村
むら

合
かっ

戦
せん

場
ば
（今

いま
の栃

とち
木
ぎ

県
けん

栃
とち

木
ぎ

市
し

都
つ

賀
が

町
まち

合
かっ

戦
せん

場
ば

）生
う

まれ。東
とう

京
きょう

帝
てい

国
こく

大
だい

学
がく

工
こう

科
か

大
だい

学
がく
（今

いま
の東

とう
京
きょう

大
だい

学
がく

工
こう

学
がく

部
ぶ

）電
でん

気
き

工
こう

学
がく

科
か

卒
そつ

業
ぎょう

。

1906年
ねん
（明

めい
治
じ

39年
ねん

）久
く

原
はら

鉱
こう

業
ぎょう

所
しょ
（今

いま
のJ

じぇい
X

えっくす
金
きん

属
ぞく

）日
ひ

立
たち

鉱
こう

山
ざん

に入
にゅう

社
しゃ

。1910年
ねん
（明

めい

治
じ

43年
ねん

）に純
じゅん

国
こく

産
さん

の5馬
ば

力
りき

モーターをせい作
さく

し、日
ひ

立
たち

製
せい

作
さく

所
しょ

をそう業
ぎょう

。1920年
ねん

（大
たい

正
しょう

9年
ねん

）に株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

日
ひ

立
たち

製
せい

作
さく

所
しょ

となる。

「すぐれた自
じ

主
しゅ

ぎじゅつ・せい品
ひん

の開
かい

発
はつ

を通
つう

じて社
しゃ

会
かい

にこうけんする」という思
おも

い

で事
じ

業
ぎょう

をかく大
だい

させ、日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

するそう合
ごう

電
でん

機
き

メーカー、株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

日
ひ

立
たち

製
せい

作
さく

所
しょ

のきそをつくった。また人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

のために、徒
と

弟
てい

養
よう

成
せい

所
しょ
（今

いま
の日

ひ
立
たち

工
こう

業
ぎょう

せんしゅう

学
がっ

校
こう

）を開
かい

校
こう

するなど、社
しゃ

会
かい

こうけんにも力
ちから

を入
い

れた。

（1874-1951）
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平
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わたしたちのまち栃
とち

木
ぎ

市
し

は、「くらの街
まち

とちぎ」として知
し

られています。れ
きし的

てき

建
けん

ぞう物
ぶつ

やゆたかな自
し

然
ぜん

にめぐまれ、多
おお

くの魅
み

力
りょく

にあふれています。
そんなれきしある栃

とち

木
ぎ

市
し

で生
う

まれ、人
ひと

や社
しゃ

会
かい

の役
やく

に立
た

つせい品
ひん

をつくる世
せ

界
かい

的
てき

な会
かい

社
しゃ

をつくった偉
い

大
だい

な人
ひと

がいることを知
し

っていますか？
H

ひ

IT
た

AC
ち

HIという名
な

前
まえ

は、みなさんも一
いち

度
ど

は耳
みみ

にしたり、その会
かい

社
しゃ

のせい
品
ひん

を使
つか

ったりしたことがあるでしょう。そう合
ごう

電
でん

機
き

メーカー、株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

日
ひ

立
たち

製
せい

作
さく

所
しょ

のそう業
ぎょう

者
しゃ

、小
お

平
だいら

浪
なみ

平
へい

は、わたしたちのまち栃
とち

木
ぎ

市
し

で生
う

まれました。
栃
とち

木
ぎ

市
し

で生
う

まれた小
お

平
だいら

浪
なみ

平
へい

はどのように育
そだ

ち、どんな希
き

望
ぼう

をいだいて努
ど

力
りょく

し、どのように失
しっ

敗
ぱい

やざ折
せつ

を乗
の

りこえて世
せ

界
かい

的
てき

な会
かい

社
しゃ

をつくることができ
たのでしょうか。それを知

し

ることで、わたしたちのまちにほこりを持
も

つとともに、
これからのみなさんの人

じん

生
せい

や自
じ

分
ぶん

のゆめの実
じつ

現
げん

のための参
さん

考
こう

になることを
願
ねが

っています。
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